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　地域研究として従来インド経済を対象にして研究を
つづけてきたのであるが，開発途上諸国の経済が，そ
の構造，発展段階，規模などからみて，ぎわめて多様
であることから，開発途上諸国の経済開発と貿易を論
じるには多くのこうした国々の実態分析を経たのちに
おいてはじめて，一般化しうるものと考えられる。こ
のような観点について，本年度は東南アジア諸国をそ
の対象とした。
　イソドの場合には，農業国とはいえ・すでに工業的
基盤をもっていた。とくにインド綿工業は，第2次世
界大戦前において，日本その他とアジア市場において
相争う実力をもっていた。ところが，東南アジァ諸国
は，いずれの国をとりあげてみても，工業は皆無にひ
としく，ヨーロッパ先進工業諸国に対する資源，原料
の供給国であった，といっても，タイのような米の輸
出を中心にして直接ヨーロッパ諸国との分業関係，資
本関係をもたない諸国や，マレーシアのようにイギリ
スの海峡植民地として典型的な帝国主義的植民地経営
によって完全に経済体制がつくりかえられ，新しい植
民地構造ともいうべきものになっていったところとで
は大きな違いが存在している。しかしながら，民族工
業資本の生成という点では，どの国もほとんど緒にっ
いていないという状況にあって，この点で共通してい
るといえる。
　こうして東南アジア諸国の経済開発は，インドのよ
うに重工業を中心とした大型プロジェクトの建設を課
題とする開発計画を積みかさねていくという戦略は当
初から問題となりえなかった。大略，これら諸国の開
発計画は，イソフラストラクチャーの建設に重点がお
かれ，その基盤の上に徐々に開発が進行していくこと
を目的としていた。
　東南アジア諸国のインフラストラクチャー中心の開
発計画の目的は，ほぼ1960年代において基本的には達
成されたとみられる。70年代に入ると，各計画の目標
が経済成長率の高水準達成をあげるようになる。マレ
ーシアの「第2次マレーシア5ヵ年計画」（1971～1974
年）は，GNPの年平均成長率を7．8°／。としていた。
タイの「第3次国家社会開発計画」（1971～1975年）
は，GDPの年平均成長率を7％とした。フィリピソ
の「フィリピソ4ヵ年経済開発計画」（1970／71～1973
／74年）は，GNP年平均5．　5％の増加を目標としてい
る。またこのような経済成長率の目標を数字によって
しめしてはいないが，同じように経済の拡大を目標に
あげて開発計画をかかげている国としてイソドネシア
がある。インドネシアの「経済開発5ヵ年計画」（1969
～1974年）は農業，社会資本，化学の拡大に重点をお
いて，スハルト政権の安定とその経済拡大への意欲を
誇示した。
　このようにいつれの国でも経済の発展と拡大にきわ
めて意欲的ではあるが，その大部分を外国資本に依存
しているところもまた共通しているといえる。すなわ
ち，マレーシアでは，1969年段階で純生産額の53％を
外国資本が占めている。タイでは計画における投資の
源泉からみて，外国資本が全投資額の27％強をしめて
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いる。またフィリピンでは，対外債務の累積が60年代
後半から急速に増加し・1966年の6億ドルから1969年
には17億ドルに達している。さらにインドネシアの場
創こは総額1兆590億ルピア（第1次5ヵ年計画）と
いう投資額の約7割が欧米諸国からの資金援助によっ
ている。このような外国資本に大きく依存していると
いう事実が東南アジアの開発計画と貿易の問題を考察
していく場合の重要な視点を与えることになった。
　まだ研究が完了したわけではないので，以下にその
問題点を列記しておくことにしよう。
　まつ第1は，東南アジア諸国の国民経済の特微の新
たな形成についてみておかなければならないだろう。
東南アジア諸国はそれぞれに地理的，歴史的規定性に
よって一様にモノカルチャー的でありながらも各々の
特異性があったが，外資導入と開発計画を契機にさら
に大きな変化をみせつつあるように思われる。現に流
動しつつあるが，モノカルチャーを脱しつつあること
は確実であろう。
　第2は，外資導入による開発は，一時的には国際収
支の好転を生みだしたようであるが，基本的には国際
収支問題を解決しえないのではないだろうか。第1の
問題点と関連があるように思う。
　第3は，貿易構造の大幅の変化と，貿易そのものの
拡大，さらには貿易依存度の増加しかねないという問
題がある。つまりモノカルチャーを脱しながら，新た
な内容をもった対外依存が発生しているのではないだ
ろうか。
　第4として，東南アジア諸国の自立的国民経済の形
成ということの内容をどのようにとらえることができ
るか。現実は自立化の方向にすすんでいるといえるの
であろうか。
　以上のような諸点についてさらろ調査・研究を深
め，インド経済との比較研究としてこれをまとめてみ
たい。　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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